
令和４年６月２５日 

令和４年度 総務委員会 活動方針 

 

副 会 長 田口 智之 

 専 務 理 事 髙地 たか子 

委 員 長 宮本 昌尚 

 

 

１．総会、理事会など諸会議の設営 

  組織全体の動きを把握しながら、理事会や各事業が円滑に運営できるように努める。 

定款に沿った諸会議の運営、有意義かつ効率的な議論の場となるよう準備、運営を行う。 

インターネットを活用した完全オンライン会議の他に、ハイブリッド形式などの会議運営も積極的に活用

し実施していく。同時にコロナ収束後を見据え、新しい会議の形を模索していく。 

 

２．地区間交流助成事業の実施 

   昨年度に引き続き地区間交流助成事業を実施する。徐々に県境を越えての活動が活発化してきていること

も見据え、多くの学校園に活用していただけるように事業の拡大と活動事例を挙げた周知を行う。 

 

３．第３回「全附Ｐ連みんながつながるオンライン文化祭２０２２」の運営 

   本年度も制約の多い学校生活となる中で、子どもたち、教職員、保護者が自分たちの活動を発信するとと

もに、他の学校園の活動を知ることができる貴重な事業として継続していく。また広報委員会と協力しなが

ら効果的な周知に努め、より認知度を上げていきたい。 

 

４．ＰＴＡ表彰 

   他の学校の模範かつ先進的で優れた活動を行った団体を表彰する。多くの応募をいただけるよう周知、工

夫をしていく。 

 

５．対外組織との連携を図る 

   文部科学省をはじめとする関係省庁、関係団体との連携をより強固なものにし、積極的に連携、交流を図

れるように、連絡調整に努める。また、「全国国立大学附属学校教育後援会連絡協議会」とも連携し、定期的

に意見交換をする機会を準備する。 

  

６．その他  

全国大会実行委員会、７０周年式典実行委員会、運営企画会議への参画。 


